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ASK ニュース

アーツサポート関西が「ニューパワー賞」受賞
平成26年度 関西元気文化圏賞贈呈式

　アーツサポート関西（ASK）は、今年1月23日、リーガロイ
ヤルホテル大阪において、関西元気文化圏推進協議会＊

が主宰する「平成26年度関西元気文化圏賞」のニューパ
ワー賞を受賞した。
　関西元気文化圏賞は、文化を通じて関西から日本を元
気に明るくした人や団体などに対して、感謝と一層の活
躍を期待して贈られるもの。なかでも「ニューパワー賞」
は、とくに将来性が期待されるものに対して贈られる。
　賞贈呈式で森詳介協議会会長は、「（ASKは）民の力で
芸術・文化を支援する組織を立ち上げ、各界のタニマチ
文化を復活させた。広く支援を募って地域の芸術・文化
の芽を大きく育てる試みには、関西一円の個人や企業か
ら大きな共感が寄せられ、今後の活動に大きな期待がか
かっている」と称え、ASK運営委員長の鳥井信吾氏（サン
トリーホールディングス副社長）と運営委員の山本雅弘

（毎日放送相談役最高顧問）に賞状と記念盾を贈呈した。
　この後の祝賀会で鳥井氏は、「ASKは関西の人々の手
で自分たちの文化を盛り上げようという市民運動で、現
在200人のサポートメンバーがいる。支援をしていただ

いた方々が、“支援して良かった、楽しかった”と思ってい
ただけるような仕組みづくりを念頭に、活動の輪を広げ
て行きたい」と受賞の喜びを語った。

　関西・大阪 21 世紀協会の佐々木洋三専務理事は、今年 3月7～8日に
開催された企業メセナ協議会の設立 25 周年を記念する国際会議「文化
は資本だ・創造経済と社会創造」で、アーツサポート関西の取り組みに
ついてプレゼンテーションを行った。同会議のセッションのひとつ「プレ
ゼン・カフェ（8日）」で、マレーシアやチリの文化芸術プロジェクト関係
者らとともにプレゼンテーターとして出席したもの。佐々木専務理事は、
ASK 運営のしくみや助成例、申請状況などを説明するなかで、寄付金が
どのように活かされ喜ばれているかを支援者に伝える「支援の見える化」
の重要性を強調した。
　また、その後のディスカッションでは、参加者から「どのようにして助成
先を選考したのか？」「助成後の評価・検証はどうのようにするのか？」

「ファンドレイジングパーティーでは、どのようにして1650 人も集めたの
か？」など多くの質問が出され、ASK に対する関心の高さが伺えた。

平成 26 年度の各賞受賞者（敬称略）

大　　賞：あべのハルカス（近畿日本鉄道株式会社）
特  別  賞：宝塚歌劇団、公益財団法人祗園祭山鉾連合会
ニューパワー賞：アーツサポート関西、上地結衣（車いすプロテニス選手）、

鈴木愛（プロゴルフ選手）、春野恵子（浪曲師）

＊関西元気文化圏推進協議会
2003年に文化庁長官に就任した故・河合隼雄氏の呼びかけを受け、関西
と近隣の2府8県（京都・大阪・滋賀・兵庫・奈良・和歌山・三重・福井・徳島・
鳥取）や経済団体、報道機関などで結成。会長：森詳介関西経済連合会会
長、副会長：堀井良殷関西・大阪21世紀協会理事長（2015年3月現在）。

鳥井信吾氏（祝賀会にて）
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メセナ協議会主催の国際会議でASKの活動をプレゼンテーション

プレゼンカフェ実施風景

佐々木洋三専務理事
（撮影：Shinya Nagatomi）


